
都
市
内

0.4ha汐留シティセンター（敷地2.0ha）【東京】
1.2haなんばパークス(敷地3.7ha）【大阪】
2.1ha大阪アメニティパーク（敷地7.4ha）【大阪】
※隣接する毛馬桜之宮公園の一部（1.9ha）との合計

2.5ha六本木ヒルズ（敷地8.9ha）【東京】
3.0ha ブライアントパーク（敷地3.9ha） 【ニューヨーク】

みどりの空間の規模比較

（ⅰ）都心における「みどり」の規模

２．２期区域について

都
市
内
の
緑
地
空
間
の
事
例

8.8ha 新宿中央公園【東京】
9.7ha靭公園【大阪】
10.6ha中之島公園【大阪】
16.2ha日比谷公園【東京】

3.0ha ブライアントパーク（敷地3.9ha） 【ニューヨーク】
3.6haアクロス福岡（敷地1.4ha）【福岡】
※屋上緑化(0.5ha)と隣接する天神中央公園(3.1ha)との合計

4.0ha東京ミッドタウン（敷地10.2ha）【東京】
※隣接する檜町公園(1.6ha)との合計

うめきた地区
先行開発区域（約3.１ha）

＋
２期区域（約11.5 ha）

うめきた
地区周辺
の緑地等

約1.7ha

＋
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（ⅱ）２期区域における「みどり」の考え方

２．２期区域について

先行開発区域では、約3.1haの
緑・水・オープンスペースを創出
している

先行開発区域

みどり･ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ
約3.1ha

周辺部の緑地
約1.7ha

新梅田シティ

２期区域全体を「みどり」で被い、
大阪駅前にシンボリックで、
訪れる人々が実感できる「みどり」
空間を創出する

２期区域

：約11.5ha
※現都市計画に基づく

道路面積（約5ha）を除く

新梅田シティ
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※関西経済連合会「うめきた専門委員会」資料（H25.3）より抜粋

２．２期区域について
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うめきたが緑のネットワーク
拠点

阪急・

茶屋町

阪急中津

地区

うめきた２期開発の実現により、
開発効果を周辺へ波及させる

周辺への開発効果の波及

２．２期区域について

２期

区域

先行

開発

区域

茶屋町

地区

大阪駅前

地区
西梅田

地区

新梅田

シティ

16


